
横浜弁護士会所属会員殺害事件に関する会長声明

　本年６月２日午後２時４０分頃、横浜市において横浜弁護士会に所属する前

野義広弁護士が、事務所を訪ねてきた男に襲われ、サバイバルナイフのような

刃物で胸や腹を刺され、搬送された病院で死亡するという痛ましい犯罪が発生

した。

　事件後に犯人が逃走したために、現在も犯人の特定はなされておらず、事件

の背景や犯行の動機などは、今後の適正かつ厳格な捜査を待つ以外ないが、法

律事務所において、昼の執務時間帯に、業務遂行中の弁護士を襲撃したことか

ら、今回の犯行は、弁護士業務に関連したものである可能性が高いと考えられ

る。

　このような行為は、民主主義社会において決して許してはならない蛮行であ

る。また、基本的人権の擁護と社会正義の実現を使命とし、市民の権利の護り

手である弁護士の業務に対する重大な挑戦であり、このような業務妨害や暴力

行為は、いかなる理由があっても許されるものではない。

　当福岡県弁護士会は、横浜弁護士会、そして日本弁護士会連合会や全国の弁

護士会とともに、今後とも、いかなる暴力行為に対してもひるむことなく毅然

として対処し、弁護士の使命を全うしていく所存である。
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